
7
アマゴの稚魚放流　ごろごろの滝（伊住戸地内） 美山漁業協同組合では、2～3年後のアマゴの成長を楽しみに毎年放流しています。
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ご
存
じ
で
す
か
？
市
内
の
状
況
を

保
護
者
は
特
別
な
事
情
の
な
い
限

り
、
青
少
年
を
深
夜
（
午
後
十
時
か

ら
翌
日
午
前
四
時
ま
で
）
に
外
出
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

だ
れ
で
も
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
以
外
、
深
夜
に
青
少
年
を
つ
れ

だ
し
た
り
、同
伴
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

山
県
署
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
を

め
ざ
し
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

2広報やまがた 2006.7

自
分
を
磨
き
、
共
に
成
長
し
て

い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切

で
す
。

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
む
全
国
強
調
月
間
」
を
契
機

に
、
ま
ず
大
人
自
身
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
と
気
づ
き
行
動
す
る

こ
と
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
山
県
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
は
、

地
域
で
守
り
育
て
る
「
地
域

の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
運

動
」（
ソ
シ
ア
ル
ア
ン
ク
ル
・

ソ
シ
ア
ル
ア
ン
ト
運
動
）
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

22
―

6
8
4
5

七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問

題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月

間
」
で
す
。

子
ど
も
は
、
周
り
に
い
る
大

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
や
態

度
で
、
善
く
も
悪
く
も
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
人
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
や
言

葉
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
、

子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
安
心
感

と
勇
気
を
与
え
ま
す
。

大
人
自
身
も
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
だ
け

考
え
な
い
で
、
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
合
い
や
対
話
を
通
し
て
、

大
人
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る

始
め
は
で
き
る
大
人
か
ら

（注） 1  県外居住者、住居不定者の少年を除外して算出した数値である。�
 2  住居地別少年人口は、平成17年4 月1 日現在市町村別年齢（各歳）・男女別推計人口（岐阜県人口動態統計調�
 査結果）に基づく。�

市別の刑法犯少年人口比調べ�

12�
11�
10�
9�
8�
7�
6�
5�
4�
3�
2�
1�
0

郡
部
平
均
�

市
部
平
均
�

県
下
平
均
�

下
呂
市
�

郡
上
市
�

高
山
市
�

飛
騨
市
�

海
津
市
�

美
濃
市
�

瑞
浪
市
�

本
巣
市
�

恵
那
市
�

中
津
川
市
�

岐
阜
市
�

大
垣
市
�

瑞
穂
市
�

多
治
見
市
�

羽
島
市
�

各
務
原
市
�

関
 
市
�

山
県
市
�

可
児
市
�

土
岐
市
�

美
濃
加
茂
市
�

11.3
10.3

8.4 8.1 7.9 7.6 7.6 7.2 6.8 6.5 6.4 6.1
5.2 4.9 4.8 4.4 4.3 3.9 3.4 3.1

1.3

6.4 6.5 5.8

平成17年中�

　この表は、平成17年中に岐阜県内で検挙・補導した刑法犯少年（6～19歳）を居住地市別に分類し、�
居住地先の少年人口（但し6～19歳）1,000人当たりの人員に換算し、グラフにしたものです。�

岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

深
夜
外
出
の
制
限

（
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
）

喫　　　　煙 79

飲　　　　酒 0

暴 走 行 為 3

深夜はいかい 88

そ　の　他 42

合　　　　計 212

管内の事件・事故等発生状況

不良行為少年の概況（平成17年中）

山県警察署ホームページより



3 広報やまがた 2006.7

伊
自
良
北
・
南
小
学
校
で
は
、
月
に

二
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
ピ

ー
チ
ク
」（
代
表
、
江
尾
康
子
さ
ん
）

の
「
読
み
聞
か
せ
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。伊

自
良
北
小
学
校
で
は
、『
命
』
に

つ
い
て
「
読
み
聞
か
せ
」
を
通
し
て
学

習
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
学

年
に
合
わ
せ
た
話
を
用
意
し
、
ど
ん
な

物
に
も
命
が
あ
る
こ
と
や
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
支
え
合
っ
て

生
き
て
い
る
事
を
伝
え
ま
し
た
。

特
に
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
瞬
間

の
家
族
の
喜
ぶ
表
情
に
は
、「
自
分
た

ち
も
一
緒
な
ん
だ
」
と
子
ど
も
た
ち
は
、

大
喜
び
で
し
た
。
そ
し
て
、「
誕
生
日

は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
生
ま
れ
た
と
き

の
こ
と
は
知
ら
な
い
か
ら
家
族
に
聞
き

た
い
」
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

「
お
は
な
し
ピ
ー
チ
ク
」
の
皆
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
ら
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
的
存
在
。
優
し
い
表
情
と
語
り

が
、
子
ど
も
た
ち
を
包
み
込
ん
で
く
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
だ
け
で

な
く
地
域
の
人
と
の
か
か
わ
り
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

心
の
ふ
れ
あ
い読

み
聞
か
せ

市
内
で
は
小
学
校
校
区
別
に
、
小
中

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ー
ン
活
動

（
青
少
年
育
成
会
主
催
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
環
境
を
進
ん
で
美
し
く
す
る

意
欲
と
活
動
。
小
中
学
生
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
校
区
の
各
種
団

体
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
と
も
に

手
を
携
え
て
、
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
人

た
ち
と
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の

ク
リ
ー
ン
活
動

山
県
高
校
M
S
リ
ー
ダ
ー
ズ
（
代
表

三
年
　
冨
成
雅
司
君
）
二
十
六
人
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
ら
は
、
高
校
生
み

ん
な
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
規
範
意
識
の

高
揚
を
働
き
か
け
、
河
川
清
掃
や
交
差

点
で
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
な
ど
、
社

会
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
こ
と
は
一
部
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
各
地
域
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
は
多
く
あ
り

ま
す
。

紙
面
上
の
都
合
で
紹
介
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

M
S
リ
ー
ダ
ー
ズ
と
は
、
高
校
生
が
自

ら
企
画
し
自
発
的
に
取
り
組
む
「
生
徒

の
／
生
徒
に
よ
る
／
生
徒
の
た
め
の
非
行

防
止
・
規
範
意
識
啓
発
活
動
」
で
す
。

山
県
高
校

M
S
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
取
り
組
み

地
域
の
中
で

で
き
る
こ
と

始
め
て
い
ま
す

地
域
の
中
で

で
き
る
こ
と

始
め
て
い
ま
す

富波小学校区クリーン活動
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行
動
や�

後
ろ
姿
で�

示
せ
る
大
人�

子
ど
も
を�

温
か
く�

見
守
っ
て�

く
れ
る
大
人�

自
分
に
素
直
で
、�

夢
を
持
っ
て�

生
き
て
い
る
大
人�

基
本
的
な�

マ
ナ
ー
を�

わ
き
ま
え
て�

い
る
大
人�

大
切
な
こ
と
は�

何
か
を�

気
付
か
せ
て�

く
れ
る
大
人�

★子どもの立場に立って考えられる大人�
★子どもの話を聴いてあげられる大人�
★子どもと一緒に悩み、考えることができる大人�
★子どもを励ましたり、良いところは褒め、悪いところは叱れる大人�

心の広い�
大人�

子
ど
も
た
ち
の
非
行
や
事
故
も
、

無
知
に
よ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
無
知
で
あ
る
た
め
に
犯
し
て

し
ま
っ
た
罪
を
悔
や
む
子
ど
も
が
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
は
大
人
の
務
め
で

す
。

「
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
に
」
は
、
誰
も
が
願
う
こ
と
で

す
。
社
会
の
一
員
と
し
て
、
き
ち
ん

と
生
活
で
き
る
よ
う
家
族
で
話
し
合

う
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

非
行
防
止
は
家
庭
か
ら

中
津
川
市
の
空
き
店
舗
で
、
被
害

に
あ
っ
た
事
件
を
受
け
、
市
で
は
青

少
年
育
成
会
お
よ
び
P
T
A
の
皆
さ

ん
と
市
内
の
廃
屋
・
空
き
店
舗
な
ど

の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
市
内
全

域
で
二
一
八
件
に
上
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
基
に
市
で
は
、
今
後

更
に
青
少
年
の
た
ま
り
場
お
よ
び
事

故
が
発
生
し
や
す
い
危
険
箇
所
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
の
連
携
、
青
少
年
育
成
会
な
ど
の

関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し
て
適
切

な
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
廃

屋
・
空
き
店
舗
な
ど
の
所
有
者
の
人

は
、
必
ず
施
錠
し
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
廃
屋
な
ど
で
た
ば
こ
の
吸

い
殻
や
落
書
き
、
人
が
出
入
り
し
た

形
跡
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
件
数
の
内
訳
は
生
涯
学
習

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

22
―

6
8
4
5

廃
屋
・
空
き
店
舗
　
二
一
八
件

校　　区 件数

高　　富 6
富　　岡 3
梅　　原 3
桜　　尾 12
大　　桑 5
伊自良南 16
伊自良北 21
西 武 芸 21
富　　波 30
い わ 桜 54
乾 47

合　　計 218

非行防止のポイント

～非行防止は　家庭から～
●子どもを放任しない
●子どもを甘やかさない
●子どもにいつも希望とやる気をもたせる
●三つ叱ったら三つほめよ
●幼いときから しつけることを怠らない
●家庭は最も身近な社会
●子どもに善悪のけじめをつけさせる
●笑いのある家庭づくり
●親子の対話を忘れない
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5月26日、伊自良中央公民館で高齢者交通安全大学
校が開講しました。
この高齢者交通安全大学校は、1年単位で地域の高

齢者に交通安全意識の高揚などを図るため、山県警察
署が主導で開催しています。
開校式には約100人が参加。生徒代表の川島正一さ

んが、「自分の命は自分で守ります。安全で明るいま
ちづくりを目標に、交通安全活動を実践して行きます」
と決議されました。

「自分は大丈夫…」が一番危険です　
伊自良南地区高齢者安全教室大学校

優秀賞
小学生1級の部 藤澤　祥二・熊崎　花詩

中島　知美・佐野　　南
小学生2級の部 野々村　翼・赤石龍士郎

高学年団体の部 水野　　彰・藤澤　祥二
野々村　翼・中島　知美
佐野　　南・熊崎　花詩

このほど開かれた、第15回岐阜県少林寺拳法少年錬
成大会に、山県市少林寺拳法少年団から33人が参加
し、日ごろの練習成果を発表しました。
次の皆さんが入賞されました。おめでとうございま

す。

がんばりました、錬成大会　
少林寺拳法少年錬成大会

6月2日、高円宮賜杯第26回全日本学童軟式野球大
会の岐阜大会に出場される、高富野球少年団（団長岩
瀬伸行）が表敬訪問に訪れました。
緊張していた選手たちは市長から「これからは暑い

中での練習になります。体に気をつけて練習してくだ
さい。そして、優勝目指して頑張ってください」と激
励され、にこやかな表情になりました。
鷲見郷監督は、「練習だけでなく『規律』ある生活

ができるように、そして努力はもちろん、かかわって
くれる人がいるありがたさを教えています」と話され
ました。

かっ飛ばせー！ た・か・と・み
本巣・山県代表高富野球少年団

5月17日、はなぞの北幼稚園で交通安全教室が行わ
れ、園児270人が参加しました。市交通安全指導員か
ら「一番大事なことは、渡る前には止まること」と話
を聞き、みんなで「道路へは飛び出しません」と約束
しました。また、雨の日に交通事故に遭わないための
傘の差し方や横断歩道の正しい渡り方などを学び、園
児らは少し緊張気味に「右見て・左見て・右見て」と
大きな声で手を挙げ、横断歩道マットを渡っていまし
た。

道路を渡る前には「止まること」
はなぞの北幼稚園交通安全教室
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こ
れ
は
、
山
県
市
の

女
性
が
生
涯
で
出
産
す

る
平
均
人
数
で
す
。

ち
な
み
に
全
国
平
均

が
一
・
二
五
人
。
山
県

市
は
全
国
よ
り
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
、
女
性
が
生
涯
で

二
・
一
人
の
子
ど
も
を
産
ま
な
い
と

人
口
の
減
少
が
起
こ
っ
て
く
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

山
県
市
で
は
、
少
子
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。

※
合
計
特
殊
出
生
率
、
平
成
十
六
年

岐
阜
地
域
保
健
所
の
算
出
に
よ
る

人
口
統
計
に
よ
り
、
市
は
全
国
よ

り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
少
子
・
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
は
、

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
割

合
が
多
く
な
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
保
育
・
介
護
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
こ
数
年
枠
組
や
制
度
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
、
県
、
市

と
も
に
財
政
事
情
が
極
め
て
厳
し
く

な
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
公
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
限
界
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
は
い
ま
せ
ん
か
？
毎
日
の
ゴ
ミ
出
し
に
困
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

お
互
い
の
ち
ょ
っ
と
し
た
支
え
合
い
が
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
十
九
年
度
に
か
け
て
、
市
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
の

解
決
方
法
を
考
え
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
市
民
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
と
協
働
で
、

地
域
福
祉
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
の
地
域
福
祉
を

取
り
巻
く
状
況

〜
地
域
福
祉
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
〜

こ
れ
は
、
市
の
高

齢
化
率
で
す
。
全
国
は

二
〇
・
四
％
で
す
。

市
の
数
字
は
全
国
よ

り
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
高
齢
化
率
二
一
％
以
上

の
社
会
は
「
超
高
齢
社
会
」
と
呼
ば

れ
、
市
は
全
国
よ
り
一
足
先
に
超
高

齢
社
会
に
突
入
し
ま
し
た
。

※
平
成
十
八
年
四
月
現
在
住
民
基
本

台
帳
＋
外
国
人
登
録
に
よ
る

こ
れ
は
、
山
県
市
が

発
足
し
た
平
成
十
五
年

四
月
の
人
口
と
平
成
十

八
年
四
月
の
人
口
の
差

で
す
。

三
年
間
に
こ
れ
だ
け
人
口
が
減
少

し
た
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
七
年
を
ピ
ー
ク

に
、
全
国
よ
り
早
く
人
口
減
少
が
始

ま
り
ま
し
た
。

※
住
民
基
本
台
帳
＋
外
国
人
登
録
の

平
成
十
八
年
四
月
人
口
か
ら
平
成

十
五
年
四
月
人
口
を
引
い
た
数

※

※

※
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全
国
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
進
行
す

る
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
や
子

ど
も
、
障
害
者
、
健
常
者
の
だ
れ
も
が

地
域
社
会
の
中
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
私
た
ち
市
民
が
と
も
に
考
え
、

実
践
す
る
事
が
大
切
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
「
支
え
合
い
、
助
け
合

う
」
取
り
組
み
は
、
す
で
に
各
地
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

登
録
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
三
十

二
団
体
、
登
録
会
員
数
九
百
二
人
（
平

成
十
八
年
五
月
現
在
）
と
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
行

す
る
こ
の
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
、
こ
う
し
た
「
支
え
合
い
、
助
け

合
う
」
取
り
組
み
を
さ
ら
に
活
発
化
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
課
題
を
ど
う
役
割
分
担
し
て

解
決
す
る
か
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や
活

動
を
ど
う
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
な
ど
、

市
内
に
住
む
人
々
自
ら
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今

後
、
地
域
福
祉
推
進
講
演
会
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
伺
う
市
民
懇
談
会
（
小
学
校

区
単
位
で
実
施
予
定
）、
皆
さ
ん
と
課

題
解
決
を
検
討
す
る
市
民
会
議
な
ど
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
が
で
き
る
方
法
で
、
計
画
作

り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
広

報
や
ま
が
た
、
社
協
だ
よ
り
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

日時　7月26日(水) 午後1時30分～ (開場正午)
場 所　文化の里　花咲きホール

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

ふれあいサロン

がやがやクラブ

特定非営利活動

（NPO）法人どんぐり会

ボランティア

しゃくなげ

かばさん

ファミリ－の会

平成18年度　第1回

地域福祉推進講演会を開催します！

内容 基調講演「市民が主役地域福祉推進計画」
講　師　日本地域福祉学会副会長

日本福祉大学教授　野口定久先生

シンポジウム「語ろう！みんなで創る山県の地域福祉」
コーディネーター中部学院大学短期大学部講師

大井智香子先生
パネリスト　　1 NPO法人どんぐり会

2 ふれあいサロンがやがやクラブ
3 かばさんファミリーの会
4 ボランティアしゃくなげ

対象 市民一般、福祉活動・福祉事業関係者
定員 350人
費用 無料(整理券を配布)、下記取扱所でお求めください。

社会福祉課、伊自良支所、美山支所、社会福祉協議会本所、
文化の里花咲きホール・子どもげんきはうす、高富児童館、
青波福祉プラザ、高富中央公民館
※それぞれ開所日時が違いますのでご注意ください。

託児 託児を希望する人は、事前に社会福祉課へご相談ください。
主催 山県市・山県市社会福祉協議会　
後援 山県市教育委員会

問い合わせ先 社会福祉課　 22-6837
社会福祉協議会　　52-3010

正午より、福祉施設授産製品販売も実施します

小・中・高・
大学生歓迎！
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五
月
二
十
八
日
、
片
原
の
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま
で
「
や
ま
が
た
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
6

自
然
は
み
ん
な
の
宝
物
」
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約
五

千
人
が
会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
市
と
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
伝
統

芸
能
の
山
務
太
鼓
や
　
原
太
鼓
踊
り
、
乾
音
頭
、
柿
野
神
楽
、
北
山
雨
乞
い
踊
り

の
ほ
か
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
「
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
会
場
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
店
が
並
び
、
地
元
特
産

物
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
木
工
教
室
や
環
境
わ
く
わ
く
エ
コ

体
験
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

～ 自 然 は み ん な の 宝 物 ～
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市の指定する申込書および受験票を7月3日（月）～7月21日（金）午後5時15分までに秘書広報
課へ提出してください。

○第1次試験……9月17日（日）に教養試験、適性検査および論文試験を行います。
○第2次試験……11月上旬（予定）に口述試験を行います。

消防職については、体力検査をあわせて行います。

原則として平成19年4月1日

一般行政職
（養護）

職種区分

大学卒程度

学歴区分

1名程度

採用予定人員

昭和55年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれ、学校
教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人（平成18
年度中に卒業見込みの人を含む）で、下記のいずれかに該当
する人
1 養護学校教諭専修免許状取得者（平成18年度中に当該免
許取得見込みの人を含む）
2 養護学校教諭一種免許状取得者（平成18年度中に当該免
許取得見込みの人を含む）

昭和60年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人
で、学校教育法に基づく高等学校を卒業した人（平成18年
度中に卒業見込みの人を含む）またはこれらと同等の資格が
あると認められる人
〈身体的要件など〉
1 両眼とも矯正視力0.7以上で、赤色、青色及び黄色の色
彩の識別が可能な人
2 普通自動車運転免許（AT車限定免許は不可）所持者また
は平成18年度中に当該免許取得見込者
3 山県市または近隣市町村の在住者もしくは採用後山県市
または近隣市町村に在住できる人

受　　験　　資　　格

消 防 職 高校卒程度 2名程度

1. 職種区分・学歴区分・採用予定人員および受験資格

2. 受験手続

3. 試験日時および方法

4. 採用予定時期

1. 窓口で配布（土曜日、日曜日、祭日を除く午前8時30分～午後5時15分）
秘書広報課・伊自良支所・美山支所・西武芸出張所

2. 郵送請求
①A4判が折らずに入る大きさ（角形2号）の返信用封筒を用意し、ご自分の郵便番号・住所・
氏名を明記する。
②返信用封筒に120円分の返信用切手を貼る。
③返信用封筒を別の封筒に入れ、封筒の表に「採用試験申込書類請求」と朱書し、職種区分を
明記して請求してください。

【請求先】〒501―2192 山県市高木1000番地1 山県市役所総務部秘書広報課
※「案内」のみは、市ホームページからダウンロードして印刷できます。
URL http://www.city.yamagata.gifu.jp/

■問い合わせ先　秘書広報課 22－6821

■職員採用試験に関する詳しい「案内」および「申込書類」は次のいずれかの方法で入手できます。
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体
の
状
態
を
見
直
す
い
い
機
会
と
と

ら
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
要
支
援
1
・
2
の
人
に

提
供
さ
れ
る
介
護
保
険
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
利
用
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

山
県
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
般
高
齢
者
対
象
の
介
護
予

防
事
業
と
し
て
、
認
知
症
予
防
教
室

や
脳
の
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
各
地
域
の
い
こ
い
の
広
場

で
は
低
栄
養
予
防
教
室
、
運
動
教

室
、
口
腔
教
室
な
ど
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
こ
い
の
広
場
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

22
―

6
8
3
8

四
月
か
ら
、
少
し
で
も
自
分
で
で

き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
に
と
介
護

保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
貸
与
の
対
象
と
な
っ
て
い

た
福
祉
用
具
は
、
左
の
図
の
よ
う
に

介
護
度
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
貸
与
で
き
て
い
た
人
で
も

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。（
現
在

利
用
し
て
い
る
人
は
九
月
ま
で
経
過

措
置
が
と
ら
れ
ま
す
）

こ
の
こ
と
は
、
利
用
さ
れ
て
い
た

人
た
ち
に
と
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
自
分
の

介
護
相
談
員
は
、
市
内
・
外
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
を
定
期
的
に

訪
問
し
、
利
用
者
か
ら
の
声
を
基
に

事
業
者
と
の
問
題
改
善
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
な
ど
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

月
に
五
日
程
度
の
活
動

▼
必
修

介
護
相
談
員
養
成
研
修
を

受
講
の
こ
と

▼
募
集
人
員

一
人

▼
応
募
方
法

履
歴
書
に
該
当
事
項

を
記
入
の
上
、
七
月
二
十
一
日
�

ま
で
に
長
寿
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

22
―

6
8
3
8

▼
テ
ー
マ
「
夏
バ
テ
し
な
い
た
め
に
」

▼
講
師

長
谷
川
由
紀
子
先
生

▼
日
時

七
月
十
三
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
場
所

桜
美
寮
（
藤
倉
）

▼
定
員

十
五
人

▼
申
込
み
先

桜
美
寮
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

36
―

2
0
1
3

介
護
相
談
員
募
集

介
護
者
の
集
い
の
お
知
ら
せ

介護保険対象の福祉用具
車いす
車いす付属品
特殊寝台
特殊寝台付属品
床ずれ防止器具
体位変換器
認知症老人徘徊感知機器
移動リフト（吊り具を除く）

スロープ

歩行補助つえ

歩行器

手すり

要支援1・2および要介護1の人の対象用具

要介護2～5の人の対象用具

誰
も
が「
健
康
で
あ
り
た
い
」と
願
う
も
の

頼
り
す
ぎ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

「やってみよう」と思えることがたくさん増えるといいですね。

車いすを借りていたけど、

少しずつ歩けるようになっ

たので歩行器か杖に替えて

歩いてみようか。

足腰が弱って外へ出るのも

おっくうになって、楽しみ

が減ってしまったわ。いこ

いの広場で運動を教えても

らおうかしら。

ぼけないように声

を出して新聞を読

んでいるよ。

（金）

（木）
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健
康
づ
く
り
市
民
講
座
の

ご
案
内

健
康
山
県
21

「
元
気
も
り
森
訪
問
事
業
」

に
ご
協
力
を

お
や
こ
料
理
教
室
の
開
催

15 広報やまがた 2006.7

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
夏
休

み
の
計
画
に
、
お
や
こ
料
理
教
室
を

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
ま
、
食
育
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち

は
体
験
不
足
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
か
ら
は
、
こ
と

ば
で
は
言
い
表
せ
な
い
五
感
（
視

覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
味
覚
・
臭
覚
）

を
働
か
せ
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
食
事
へ
の
関
心
や
偏
食
を

な
く
す
だ
け
で
な
く
、
他
人
へ
の
思

い
や
り
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
る

な
ど
、
料
理
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
興

味
を
持
て
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
で

は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
お
や
こ
料

理
教
室
を
各
地
域
に
て
開
催
し
ま

す
。

▼
講
義

『
夏
の
健
康
づ
く
り
と

食
生
活
』

▼
調
理
実
習
『
夏
野
菜
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
』

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル

▼
参
加
費

子
ど
も
　
百
円

大
人
　
二
百
円

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を

目
的
と
し
て
健
康
づ
く
り
市
民
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
は
や

ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
周
辺(

美
山
地

域)

で
新
緑
の
中
を
散
策
し
ま
し
た
。

第
二
回
健
康
づ
く
り
市
民
講
座

﹇
音
楽
療
法
・
体
験
型
講
座
﹈

音
楽
を
通
し
て
、
体
を
動
か
し
ま

す
。
簡
単
な
楽
器
を
使
っ
て
心
の
開

放
感
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
健

や
か
の
会
合
同
開
催
）

▼
講
師

武
藤
公
子
先
生

▼
日
時

七
月
十
八
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

二
階
　
集
団
検
診
室

▼
申
込
先

健
康
課
　
　

22
―

6
8
3
9

22
―

２
１
１
７

健
康
づ
く
り
市
民
講
座
今
後
の
予
定

第
三
回

十
月
　
生
活
習
慣
病
　

予
防
講
演
会

第
四
回
十
一
月
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
伊
自
良
地
域
）

第
五
回

一
月
　
体
験
型
講
座

市
で
は
、
健
康
基
本
計
画
「
健
康

山
県
21
」
に
基
づ
い
て
、「
元
気
も

り
森
訪
問
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
や
、

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
づ
く
り

な
ど
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

地
域
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の
活
動

計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

訪
問
は
北
山
地
区
か
ら
で
す
。
職

員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
ま
が
た
、
C
C
Y
文
字
放
送
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 問い合わせ先　健康課　�22－6839

▼
参
加
資
格

市
内
小
学
一
〜
六
年

生
の
児
童
（
低
学
年
は
必
ず
大
人

同
伴
、
高
学
年
は
子
ど
も
だ
け
の

参
加
も
可
）

﹇
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室
﹈

▼
開
催
日

七
月
二
十
五
日
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
零
時
三
十
分

▼
定
員

四
十
人

﹇
伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室
﹈

▼
開
催
日

七
月
二
十
七
日
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
零
時
三
十
分

▼
定
員

三
十
人

﹇
美
山
西
武
芸
公
民
館
　
調
理
室
﹈

▼
開
催
日

八
月
二
日
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
零
時
三
十
分

▼
定
員

三
十
人

※
三
会
場
で
の
講
義
、
実
習
内
容
は

同
じ
で
す
。

※
各
地
域
、
開
催
日
三
日
前
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　

22
―

6
8
3
9

（火）

FAX

（火）（木）

（水）
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7月 2 日 2006拳翔杯空手道選手権大会
7月 5 日 県レディースバドミントン交流会
7月 8 日 国体・東海ブロックバドミントン大会

9 日　　　　　　〃
7月16日 山県市中体連市大会（バレーボール）

17日　　　　　　〃
7月23日 県体育地区予選会（バレーボール）
7月30日 岐阜県中体連県大会（バレーボール）

31日　　　　　　〃

総合体育館 22－6622【休館日毎週月曜日】

▼
募
集
人
員

一
人

▼
賃
金

日
額
　
五
千
九
百
五
十
円

▼
勤
務
内
容

予
約
受
付
お
よ
び
清
掃

業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
の
内
実
働
七
時
間

（
実
働
八
時
間
勤
務
日
も
有
り
）

▼
勤
務
地

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

コ
テ
ー
ジ
村
（
片
原
）

▼
雇
用
期
間

七
月
十
五
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

一
週
間
の
う
ち
で
五
日
間

（
交
替
制
）

▼
資
格
、
条
件

・
土
・
日
曜
日
・
祝
日
に
勤
務
で
き
る

人
・
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
五
十
歳
ま
で
の

人
▼
応
募

七
月
十
日
　
ま
で
に
履
歴
書

を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　

22
―

6
8
3
0

▼
里
親
期
間

八
月
五
日
　
〜

八
月
七
日
　
の
三
日
間

▼
申
し
込
み

七
月
七
日
　
ま
で
に「
三

日
里
親
申
込
書
」
を
社
会
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
里
親
の
決
定

当
該
里
親
さ
ん
に
は
、
七
月
二
十
六

日
　
ま
で
に
「
児
童
委
託
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

ま
た
は
、
中
央
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
0
5
8
）2
3
7
―

1
1
1
1

※
「
三
日
里
親
申
込
書
」
は
、
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp：

/
/
w
w
w
.city.

yam
ag
ata.g

ifu
.jp
/

鷲
見
　
俊
邦

22
―

1
6
6
7

服
部
　
伸
司

27
―

2
5
4
0

土
田
　
博
已

22
―

1
0
2
6

福
田
　
純
子

22
―

3
9
5
2

平
井
　
孝
子

22
―

3
3
3
7

小
谷
　
登

22
―

3
1
5
0

高
畠
　
悦
子

22
―

1
4
5
4

木
田
多
津
子

27
―

3
2
5
1

佐
村
　
節
子

36
―

3
1
2
2

柴
田
　
茂
弘

36
―

3
0
0
5

浅
見
　
豊
治

52
―

2
5
2
5

藤
根
　
時
洋

53
―

2
3
2
5

室
戸
　
弘
全

52
―

1
0
5
4

毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、地

域
社
会
の
す
べ
て
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
十

三
人
の
保
護
司
が
お
ら
れ
ま
す
。

主
に
、
更
生
援
護
（
保
護
観
察
）
の
実
施
と

少
年
院
や
刑
務
所
の
入
所
者
が
円
滑
に
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
「
環
境
調
整
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を

築
く
た
め
犯
罪
予
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
司
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

図
書
室
貸
出
用
雑
誌
譲
り
ま
す

高
富
中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
平

成
十
五
年
七
月
〜
平
成
十
七
年
六
月
ま

で
の
図
書
室
貸
出
用
雑
誌
を
無
料
に
て

譲
り
ま
す
。

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

▼
日
時

七
月
八
日
　
〜
十
四
日
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

十
日
　
は
休
館
日
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
中
央
公
民
館

図
書
室
　
　

22
―

3
3
5
1

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

日
日
雇
用
職
員
募
集�

『
三
日
里
親
』
の
募
集�

一
般
労
務
職

第
五
十
六
回
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

7月の総合体育館スポーツイベント

【三日里親とは】
県内の児童養護施設に生活

している子どもたちの中で、
夏季などの帰省時に、帰れる
家庭のない児童や家庭の事情
で帰省できない児童を民間ボ
ランティアにて3日間預かっ
ていただきます。
児童に温かい家庭の雰囲気

を体験させるため、県の委託
を受けて、岐阜県里親連合会
が行う事業です。

（日）
（水）
（土）
（日）
（日）
（祝）
（日）
（日）
（月）

（土）（月）（金）

（水）

（土）

（金）

（月）

（月）
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山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
バ
ザ

ー
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

で
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

出
店
（
2
間
×
3
間
、
一
張
り
限
定
）
は

有
料
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

な
お
、
臨
時
的
営
業
許
可
申
請
が
必
要
な

人
は
、
出
店
説
明
会
（
出
店
抽
選
会
）
で
保

健
所
の
指
導
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

八
月
六
日
　午

後
二
時
〜
午
後
九
時

▼
場
所

伊
自
良
湖
（
長
滝
）

▼
応
募
期
間

七
月
五
日
　
〜
七
月
十
四
日
　

▼
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

産
業
振
興
課
に
あ
る
出
店
申
込
書
に
記

入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
内

山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会

22
―

6
8
3
0

22
―

6
8
5
0

伊
自
良
湖�

夏
ま
つ
り
2
0
0
6�

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集�

美
山
方
面� 岐阜方面�

山県市役所�
山県市健康福祉�
ふれあいセンター�

市役所はこちらへ� 市役所はこちらへ�

右折できません�
美
山
方
面�

伊
自
良
・
岐
阜
方
面� みんなのげんき広場みんなのげんき広場�みんなのげんき広場�

主要地方道 関本巣線�

至 伊自良�

伊自良・岐阜方面�

至 岐阜市�

至 関�

国
道
2
5
6
号
（
高
富
バ
イ
パ
ス
）�

三田叉川�

中央分離帯�

この時期は暑さによる疲労や交通渋滞に
より、交通事故の多発が予想されます。
夏休みに行楽地へのレジャーなどを計画

されている人は、ゆとりをもった計画を立
て、楽しい休暇を過ごしましょう。
運転者も歩行者も一人ひとりが、「自分

の安全は、自分で守る」という意識を持ち、
事故防止に心がけましょう。

総務課　　22－6820

伊
自
良
保
育
園
で
の
交
通
安
全
教
室

夏の交通安全県民運動
7月11日（火）～7月20日（木）

ゆずりあう心で夏の交通事故防止

り・ふれっ旬やまがたツアー

「涼味体験ツアー」の参加者募集
山県市観光協会では、山県市の魅力を知ってもらおう

と、さまざまな体験ツアーを企画しています。親子・カ
ップル・グループなど多数の応募をお待ちしています。
◆実 施 日 7月30日（日）
◆参 加 費 3,800円（体験料・食事代など）
◆内　　容 いかだ川下り体験、美山観光やなで鮎料理を

食すなど
◆応募方法 往復はがきに参加者全員の住所、氏名、年

齢、性別、電話番号を明記してください。
※必ず連絡が取れるように携帯番号なども記
載してください。
〒501 - 2192 山県市高木1000番地1
山県市役所産業振興課内　山県市観光協会
事務局「涼味体験ツアー」係まで

◆締　切 7月14日（金）必着

◆申込・問い合わせ先 産業振興課内
山県市観光協会事務局　　22－6830

国道256号高富バイパス一部開通による庁舎周辺経路図

切り替え日　平成18年7月下旬～8月上旬予定

問い合わせ先　都市計画課　 22- 6833

FAX

（金）

（日）

（水）
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■中田喜直：「日本の四季」（全6曲）

■ベートーヴェン：「大フーガ」作品134

■ モーツァルト：幻想曲へ短調 他

開場�18：00

入場料� 大　　　人 2,000円�
高校生以下 1,000円�

開演�18：30

●未就学児の入場はお断りします。�
●売り切れの際はご了承下さい。�

※全指定席�
好評発売中�

当日券�
500円増�（　　　）�

エルンスト＆和子ザイラー夫妻は、京都を拠点に日本各地、世界

各地で演奏会、放送活動と意欲的に活躍するピアニストです。

今回は、二人のピアノ連弾アンサンブルとトークを中心

にコンサートを開催します。

　市内にお住まいの人を対象に初夏の寄せ植え教室を開催します。皆さんの参加をお待ちしてお
ります。参加希望の人は、往復ハガキでお申し込みください。�
　今回の定員は午前・午後とも各30人です。応募者多数の場合は抽選により決定させていただき、
結果は返信用のハガキにてお知らせします。なお、1世帯1通の応募とします。�
◆テ ー マ 「涼しさを感じる寄せ植え」�
◆開 催 日 7月 21日�
◆開催時間 （午前の部）午前10時～11時 30分�
 （午後の部）午後1時30分～3時�
◆開催場所 高富中央公民館　技術室�
◆参加費用 2，000円（材料費）�
◆申込締切 7月 14日　　必着�
◆申込方法 往復ハガキに次の事項を記入して申し込んでください。�
 〒501-2192　山県市高木1000番地1　山県市役所総務課内�
 山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会�
 【往信裏面】 ①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号　⑤午前か午後の希望�
 【返信表面】 ①郵便番号　②住所　③名前　

※問い合わせ先　総務課　　22－6820

（金）�

（金）�

文化の里　花咲きホール
0581ー36ー2323
0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課

高富・美山中央公民館

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間問
い
合
わ
せ
先

ザイラー夫妻が一台のピアノを連弾�
　ホールに響き渡る音色と息の合った演奏を�
間近でお楽しみください�

プログラム

※都合により演奏曲目が変更になることもございます。予めご了承下さい。

FAX
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六
月
四
日
、
伊
自
良
総
合
運
動

公
園
で
第
四
回
山
県
市
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技

術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
に
十
二
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
操
法
に
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

各
地
域
の
消
防
団
員
が
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事

な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
優

勝
し
た
第
五
分
団
は
、
八
月
六
日

に
土
岐
市
で
開
催
さ
れ
る
、
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
さ
れ
ま

す
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
勝

第
五
分
団
A
チ
ー
ム

準
優
勝

第
二
分
団
A
チ
ー
ム

三
位

第
九
分
団
A
チ
ー
ム

﹇
優
秀
番
員
賞
﹈

指
揮
者

藤
沢
悠
二（
第
二
分
団
）

一
番
員

大
野
尚
康（
第
三
分
団
）

二
番
員

山
内
和
孝（
第
五
分
団
）

三
番
員

荒
深
拓
夫（
第
九
分
団
）

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優
勝

第
二
分
団

準
優
勝

第
一
分
団

三
位

第
九
分
団

﹇
優
秀
番
員
賞
﹈

指
揮
者

林
　
卓
也（
第
二
分
団
）

一
番
員

和
田
　
淳（
第
四
分
団
）

二
番
員

田
上
直
也（
第
一
分
団
）

三
番
員

山
口
　
晋（
第
九
分
団
）

四
番
員

小
澤
正
宏（
第
一
分
団
）

五
月
二
十
八
日
、
岐
阜
市
長
良

川
鵜
飼
大
橋
下
流
で
、
平
成
十
八

年
度
木
曽
三
川
連
合
水
防
演
習
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

演
習
の
中
で
は
、
積
土
の
う
工

（
約
五
m
）
を
指
定
さ
れ
た
資
機

材
を
利
用
し
、
時
間
内
に
迅
速
か

つ
的
確
に
設
置
す
る
競
技
が
行
わ

れ
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
。
競
技
の

結
果
、
山
県
市
消
防
団
は
優
秀
賞

（
第
二
位
）
の
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。

団
員
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

五
月
十
二
日
、
山
県
市
北
消
防

署
で
幼
年
消
防
隊
任
命
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

美
山
地
域
の
保
育
園
年
長
児
ら

は
、
塗
壁
北
消
防
署
長
よ
り
幼
年

消
防
隊
と
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
防
火
の
誓
い
」

を
大
き
な
声
で
読
み
上
げ
た
後
、

消
防
自
動
車
や
救
急
車
の
見
学
、

放
水
体
験
を
通
し
て
防
火
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

積
土
の
う
工
で
優
秀
賞

幼
年
消
防
隊
任
命
式

消防本部では、火災等の災害発生時に防災行政無線を
利用して、災害情報の提供や消防団員の招集を行ってい
ます。
緊急放送の為、夜間の場合などにはご迷惑をおかけす

ることもありますが、ご理解とご協力をお願いします。

【例：火災発生時放送区域】
昼間：発生地域別（高富、伊自良、美山）
夜間：地域を更に限定（各小学校区別）

放送区域別に屋外拡声器や、戸別受信機から放送を
流します。

注）火災等の災害規模によっては、放送区域を拡大する
ことがあります。

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部 22－0119

緊急時における
防災行政無線の使用について
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日　　時
7月13日（木）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

施設見学

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
7月14日（金）
午前10時～

会　　場
伊自良老人福祉
センタ－

内　　容

救急救命法

7月27日（木）
午前10時～ 美山中央公民館 子育てのお話 7月28日（金）

午前10時～
伊自良老人福祉
センタ－

簡単おもちゃづくり
（のり・はさみ持参）

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
7月7日（金）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

パン作り(実費）

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

7月21日（金）
午前10時～ 高富中央公民館 エアロビクス

（飲み物・タオル・運動シューズ持参）

日　　時
7月14日（金）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

救急救命法

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

7月21日（金）
午前10時～ 高富中央公民館 エアロビクス

（飲み物・タオル・運動シューズ持参）

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。 ※託児あります

◆対　象 子育てにかかわる人どなたでも
◆日　時 7月12日 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「子供は遊びの中で育つ」

7月の家庭教育講座

子育てママの学びと交流を目的として、
子育て教室などが開催されます。
みんなで楽しく子育てしましょう。

日時　7月01日　　午後2時～
日時　7月08日　　午後2時～
日時　7月15日　　午後2時～
日時　7月22日　　午後2時～
日時　7月29日　　午後2時～
問い合わせ先　伊自良図書館　　　36―3339

日時　7月08日　　午前10時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　　　22―3351

日時　7月01日　　午前10時～
日時　7月21日　　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55―2608

日時

問い合わせ先

日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部　読み聞かせ教室

伊自良図書館 お話しピーチク読み聞かせ

高富中央公民館図書室　わくわくランド

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。

日時

問い合わせ先

問い合わせ先 山県市教育委員会　生涯学習課　　22―6845

四
月
よ
り
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
二
回
行
う
制
度
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
六
月
二
日
か
ら
予
防

接
種
施
行
令
な
ど
の
改
正
施
行
に
よ

り
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
に

お
い
て
使
用
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
や
対
象

者
、
接
種
時
期
が
変
わ
り
ま
し
た
。

☆
第
一
期
（
一
歳
以
上
二
歳
未
満
）

☆
第
二
期
（
小
学
校
就
学
一
年
前
の
四

月
一
日
か
ら
入
学
の
年
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
）

☆
原
則
と
し
て
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
使
用
（
第
一
・
二
期
両

方
）

※
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
い
ず
れ
か
一
方

に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
子
、
ま
た

は
、
一
方
の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
子
は
、
接
種
状
況
に
よ
り
単

抗
原
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
健
康
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　

22
―

6
8
3
9

変
わ
り
ま
し
た�

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種�

問い合わせ先

（水）

（土）（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（金）
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参加者は、7月1日午前9時より申込受付を開始します。（電話での受付もできます。）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※くわしいことは各施設におたずねください。

※参加したい人はクラブへの申し込みが必要ですので各施設へお尋ねください。

持　　　　ち　　　　物

高富児童館 22-4750

7月�
市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょ市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！う！�市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！�

定員行　　事　　名時　間曜日日

しきし1枚・ハンカチ・お茶13:30～15:30

10:00～11:00

切り絵8日

9日

15 日

22 日

24 日

28 日

29 日

土

日

10人　

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

13:15～15:30

将棋クラブ

材料費300円・エプロン・タオル（食器拭き用）・ビニール袋・
三角巾・お茶

10:00～12:00

パン教室
（高富公民館集合・解散）
ディアボロ（中国ごま）・腹話術
バルーンアートで遊ぼう

卓球交流会

10人　

15人　

10:00～12:00

10:00～12:00 読み聞かせ

土

土

ハンカチ・お茶10:00～12:00 折り紙遊び土

金

月

持　　　　ち　　　　物

子どもげんきはうす 23-2323

ハンカチ・お茶・帽子・水筒

材料費600円・花切りばさみ（ある子）・ハンカチ・お茶

しきし1枚・ハンカチ・お茶

読み聞かせと楽しい遊び

アレンジフラワー

切り絵

15人

10人

10人

10:00～

10:00～

09:30～

土

土

土

8日

22日

29日

定員行　　事　　名時　間曜日日

行　　　　　　　　事

子どもげんきはうす 23-2323

人形劇を楽しもう

プール遊びを楽しもう
持ち物：水着・着替え・タオル・帽子・お茶

ピヨピヨ・ケロケロ・いちご・めろんクラブ合同

いちごクラブ（1歳児）

めろんクラブ（2歳児）

10:30～

10:30～

10:30～

火

火

水

4日

11日

12日

ク　　　ラ　　　ス時　間曜日日

行　　　　　　　　事

高富児童館 22-4750

小麦粉粘土で遊ぼうピヨピヨ・ケロケロクラブ合同10:30～水19 日

ク　　　ラ　　　ス時　間曜日日

七
月
二
十
九
、
三
十
日
に
東

京
・
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
で
行
わ
れ

る
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
に
、

山
県
市
空
手
道
協
会
か
ら
八
人
の

選
手
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
で
す
。

門
脇
弘
美
（
聖
徳
大
学
）、
谷

村
成
美
（
高
富
中
三
年
）、
鳥
澤

幸
太
郎
（
伊
自
良
中
一
年
）、
滝

口
拳
也
（
高
富
中
一
年
）、
後
藤

友
宏
（
高
富
小
六
年
）、
所
祐
奈

（
高
富
小
六
年
）、
野
村
領
祐
（
伊

自
良
北
小
二
年
）、
野
村
健
年

（
伊
自
良
北
小
一
年
）

空
手
道
全
国
大
会
に
出
場
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7月

13日（木） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士
相談で受け付けます

弁護士相談

18日（火） 13:00～15:00 美山支所

人権擁護相談

18日（火） 13:00～15:00 美山支所

行政相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

25日（火） 10:00～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

2日（日）

9日（日）

16日（日）

17日（祝）

23日（日）

30日（日）

鳥澤医院 山県市大森

後藤医院 岐阜市三輪

松井医院 岐阜市石原

大前医院 岐阜市太郎丸

永田医院 岐阜市福富

石田内科 岐阜市福富

0581―36―2311

058―229―1031

058―229―5655

058―229―3131

058―229―2101

058―229―5530

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

03日（月）

14日（金）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

構造改善
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

13日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　　22―6839）

27日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　　22―6837）

8月5日までの予定
3 歳 児 健 診：2日（水）受付13:00～14:00 ふれあいセンター
子宮頚がん健診：3日（木）受付13:15～14:00 ふれあいセンター
はみがきけんしん：4日（金）受付13:00～14:00（伊）老人福祉センター

乳幼児相談

19日（水）受付10:00～11:00
ふれあい

センター

14日（金）
受付13:00
～14:00

桜尾公民館

乳がん検診（集団検診）

25日（火） 構造改善
センター

18日（火）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

子宮頚がん検診（集団検診）

BCG

予防接種

05日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

26日（水）受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

05日（水）受付13:30～13:45
構造改善

センター

26日（水）受付13:30～13:45
（伊）老人福祉

センター

05日（水）受付13:00～13:15
構造改善

センター

26日（水）受付13:00～13:15
（伊）老人福祉

センター

05日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

26日（水）受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

10・11か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

27日（木）受付13:15～14:00
ふれあい

センター
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7月の�

～8月5日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出

をされた、本市に住民登録がある人を掲載しています。

※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、

掲載をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡
ください。

高　富

佐　賀

東深瀬

高　木

片　原

出　戸

柿　野

岩　佐

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

5月届出分

高　富

佐　賀

東深瀬

西深瀬

高　木

梅　原

伊佐美

藤　倉

岩　佐

高　富

佐　賀

東深瀬

高　木

梅　原

椎　倉

大　桑

洞　田

大　森

藤　倉

片　原

佐　野

田　栗

出　戸

柿　野

青　波

富　永

岩　佐

中　洞

3 1 , 0 6 7 人（－58人）

男　 1 5 , 2 3 2 人（－30人）

女　 1 5 , 8 3 5 人（－28人）

世 帯 数　 0 9 , 9 8 7 戸（＋00戸）

前月比

人口の動き（平成18年6月1日現在）

23日
缶・ペットボトル・
びん・白色トイレ

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

6日
（8月3日） 25日

26日

19日

20日

12日
13日

14日
18日

27日

28日
31日

4日
（8月2日）

3日
（8月1日）

4日
（8月2日）

5日
（8月3日）

6日
（8月4日）

20日

21日

18日

24日

18日

17日

27日

25日

27日

28日

7日
（8月4日）

10日

11日

1日
（8月5日）

12日

11日

13日

8日

15日

19日

19日

14日

5日
（8月2日） 10日

11日4日
（8月1日）

3日

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）
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▼
「
こ
の
間
、『
ホ
タ
ル
を
見
る
会
』
が
終

わ
っ
て
、
帰
り
際
に
「
最
近
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
よ
ね
、
ど
う
し
て
だ
と
思
う
？
」
と

問
い
か
け
た
ら
、
み
ん
な
が
思
い
や
意
見
を

次
か
ら
次
へ
と
言
っ
て
く
れ
る
の
、
ビ
ッ
ク

リ
し
ち
ゃ
っ
た
。
思
い
や
意
見
を
胸
に
秘
め

て
終
わ
り
で
は
、
も
っ
た
い
な
い
で
し
ょ
。

大
切
な
の
は
答
え
じ
ゃ
な
い
、
話
し
の
で
き

る
時
間
。『
こ
れ
だ
っ
』
っ
て
思
い
ま
し
た

よ
。
こ
れ
を
み
ん
な
に
広
め
て
い
か
な
き

ゃ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
こ
れ
は
、「
お

は
な
し
ピ
ー
チ
ク
」
の
江
尾
さ
ん
か
ら
聞
い

た
話
で
す
。「
と
て
も
楽
し
い
時
間
が
作
れ

て
い
い
な
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。
▼
七
月

は
、「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全

国
強
調
月
間
」。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
家
族
や
仲
間
と
話
の
で
き
る
時
間
を

少
し
ず
つ
増
や
せ
る
と
い
い
で
す
ね
。（
桐
）

▼
美
し
い
自
然
環
境
の
象
徴
で
あ
る
ホ
タ
ル

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
闇
の
中
を
静
か
に
舞

う
、
幻
想
的
な
光
で
彩
る
ホ
タ
ル
に
心
和
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
っ
て
い
い

な
。

（
初
ち
ゃ
ん
）
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れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
谷
合
地
内
に
所
在

す
る
九
合
洞
窟
遺
跡
の
発
掘
調
査

に
よ
り
、
縄
文
時
代
を
中
心
に
、

弥
生
後
期
ま
で
の
遺
物
が
出
土
し

て
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
を
主
体

と
す
る
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
度
に
実

施
し
た
大
桑
地
内
に
位
置
す
る
大

桑
市
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ

り
、
弥
生
後
期
の
土
器
群
や
、

鏃や
じ
り・

剥は
く

片へ
ん

な
ど
の
石
器
が
多
数
出

土
し
、
初
の
調
査
例
と
な
り
ま
し

た
。出

土
し
た
土
器
は
、
煮
焚
き
用

の
甕か

め

や
貯
蔵
用
の
壷
、
盛
り
付
け

用
の
高た

か

坏つ
き

な
ど
、
用
途
に
応
じ
た

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ナ
デ
や
刷
毛
目

は

け

め

、
削
り
や
磨
き
な

ど
の
表
面
調
整
、
直
線
文
や
列
点

文
、
刺し

突と
つ

文も
ん

や
凹お
う

線せ
ん

文も
ん

な
ど
の
加

飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
装
飾

性
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
か
ら
千
七
百
年
ほ
ど
昔
、
弥

生
時
代
後
期
の
こ
の
場
所
に
は
、

当
時
の
人
々
が
暮
ら
す
ム
ラ
や
彼

日
本
の
先
史
時
代
の
う
ち
、
縄

文
時
代
に
続
く
、
弥
生
土
器
の
使

用
さ
れ
て
い
た
紀
元
前
四
世
紀
頃

か
ら
後
三
世
紀
頃
ま
で
を
、
弥
生

時
代
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
時
代
の
文
化
は
、
朝
鮮
・

中
国
の
影
響
の
も
と
に
北
九
州
に

始
ま
り
、
や
が
て
東
方
に
伝で

ん

播ぱ

し

た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
狩
猟
や

漁ぎ
ょ

撈ろ
う

を
行
っ
て
い
た
採
取
文
化
に
、

水
稲
栽
培
を
主
体
と
す
る
農
耕
文

化
を
併
せ
、
多
様
な
生
計
が
営
ま

〜
後
生
へ
の
贈
り
物
〜

土
を
掘
り
耕
し
、
作
物
を
育
て
収
穫
し
た
農
耕
文
化

「
弥
生
時
代
」

大桑市場遺跡より出土の遺物（平成15年度）

ら
の
耕
す
田
畑
が
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
人
た
ち
は
、
水
田
の
給
水
・
排

水
や
、
作
物
を
育
て
収
穫
す
る
た

め
に
、
土
を
掘
り
耕
す
道
具
の
製

作
な
ど
、
創
意
工
夫
に
よ
り
農
業

生
産
力
を
高
め
、
現
在
の
農
耕
の

基
盤
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

食
文
化
に
影
響
を
与
え
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
き
、
ム
ラ

と
し
て
の
集
団
的
な
ま
と
ま
り
を

持
っ
た
空
間
が
、
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 弥生土器の実測と接合の様子

FAX


